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関東周辺における陸上地質から
古津波堆積物を認定する試み



関東周辺の前弧海盆堆積物と中津層群の関係

タイトル

（瀬戸2019 学位論文）



古流向解析

タイトル

（瀬戸2019 学位論文）



タイトル

古流向解析の結果・まとめ・解釈

（瀬戸2019 学位論文）



津波堆積物中の硬質砂岩（古津波石？）

タイトル

（瀬戸2019 学位論文）



不整合直上の古津波石？

タイトル

相模湖層群：およそ3000-2000万年前？

中津層群・小沢層
およそ300-200万年前

（瀬戸2019 学位論文）



津波堆積物の認定基準

（１）砂層の分布範囲が広い
（２）歴史記録と年代が一致する
（３）特徴的な堆積構造がある
（４）地殻変動を伴う
（５）特徴的な構成粒子・化学組成を伴う

・荒天時波浪限界よりも深くに生息する化石（底生有孔虫・貝化石）
・津波による打撃痕
・堆積物に海水の化学組成を残す（塩素・硫酸塩）
・特徴的な重鉱物分布



相模川流域・中津層群小沢層の野外調査・試料採取
(2021年11月)

中津層群・小沢層
（津波堆積物？）

相模湖層群
（津波堆積物ではない）

重鉱物鉱物の分離・解析・年代分析へ

相模湖層群・砂岩層の薄片写真
（津波堆積物ではない）
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